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文化財の放射線対策に関する調査研究（保修12-12-1/2）

目　　的

本プロジェクトは、主として２つの項目からなる。１つ目は、2011（平成23）年３月の福島県の原子力

発電所の爆発により被曝した文化財の現状把握、調査手法、移動方法、除染方法等に関する研究である。２

つ目は、放射線災害から文化財を守るための、事前準備、常時監視のあり方、事故時の緊急対応等に関する

研究である。これらの研究を平成24年度、平成25年度の２カ年計画で行い、文化財を放射線から防御するた

めの対策に関して基本的な考え方をまとめる。

成　　果

本年度は、博物館・美術館の放射線量バックグラウンド測定及び展示資料の放射線量測定を、国立歴史民

俗博物館、国立民俗学博物館、福島県文化センター白河館、福島県立美術館、九州国立博物館等で行った。

この調査の目的は、文化財分野での測定法の検討、及び汚染を見極める基準値を明確にすることなどの基礎

データとするためである。また、建物の構造と文化財施設内の汚染の関係を調べるため、福島県大熊町伝承

資料館において、ガンマ線カメラにより、収蔵庫内のガンマ線の強度分布を測定した。換気扇近くが、ガン

マ線測定量が大きく、収蔵庫内で放射線の測定値の大きかった収蔵資料は、この換気扇を通して流入した粉

塵によると推測することができた。

３月11日に、東京文化財研究所会議室で、「文化財の放射線対策に関する研究会」を行った。参加者は、

54名であった。プログラムは、１）石﨑武志「研究会の趣旨説明」２）薬袋佳孝・（武蔵大学教授）「環境の

放射性物質とその影響」３）溝口勝（東京大学）「農業分野での放射性物質による土壌汚染と除染の現状」４）

丹野隆明（福島県教育庁文化課専門文化財主査）「福島県での文化財の放射線被害の現状」５）佐野千絵「博

物館・美術館の放射線量バックグラウンド測定」６）総合討論、であった。総合討論は、活発に行われ有意

義なものであった。３月12日には、文化財の放射線対策に関する調査研究プロジェクトチーム会議が開催さ

れた。ここでは、今後の方針が議論され、今後は、放射線量の測定方法、環境評価に関するＷＧと汚染状態

の現状把握及び除線方法に関するＷＧを設置し、国立文化財機構内及び外部の専門家の協力を得て、具体的

に検討を進めることになった。
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